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AI　　　　　　　　倉石武四郎10月　　　 　　 　 　　 　　　　　　　　　（人文科墨研究所紀要14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大墨人文科毘研究所
丹陽方言と日本漢字音との聲調について
　　　　　　　　　　　　　頼惟勤・月禁の妖臥文科學蛭
中國部紺る毅の問蜘石田武夫・2月喜根謙（入文科里特輯）
書評：北京語の音韻鎧系について一Hartman，　Lawton　M．；‘・The　Segmental　Phonemes
　　of　the　Peiping　Dialect，，（Language　Vo1．　XX，　Nq　1，1944）
　　　　　　　　　　　　　服部四郎3月言語研究25
　3　語彙・語法
漢語の系譜　　　 藤堂明保9月漢文教室14漢文測一（②　　牛島徳な鵠漱握・2－・5
訓讃の窮窟さ一非専門家の立場から一
　　　　　　　　　　　　　小島憲之12月訓顯語と訓貼資料3
申古漢文訓讃文の文構造　　　　築　島　　裕　9月　國語と國文毘XX亙一9
中國語に於ける闘係詞の考察　　宮　田　一　部　10月　漢文星3
申國語法の心理的性格一「見」字の受身法を中心として一
　　　　　　　　　　　　　竹治貞夫9月支那學研究（特輯）11
六朝語彙の断片　　　 伊藤富雄9月支那學研究（特輯）11
“頗”字訓詰小考　　　　　　　　水　谷　眞　成　12月　大谷毘報XXXIv－3
同　詞　異　義　　　　　　　　高　橋　君　ZF　11月　中國語里研究會曾報32
杜　　　撰　　　　　　　　　　高　橋　君　干　12月　中國語學研究曾曾報33
中國小説戯曲の用語研究ノート（→一家藏白話研究本邦文献提要一
　　　　　　　　　　　　　波多野太郎　？　日本大堅文里部研究年報4
　　　　　　　　　　　　　呂　叔　湘著「申國語法恩習」 @　春晶塵穰12肺轄院B6218
陪俘詞にあらわれた中國人の具象的思惟方法一其ニー
　　　　　　　　　　　　　六角恒廣3月東洋文肇研究2
《碗打破了》は被動式表現だろうか？
　　　　　　　　　　　　　香坂順一11月中國語學研究曾會報32
書評：〈“語法講話”について（さねとう　申國語墨研究會會報28）〉をよんで
　　　　　　　　　　　　　香坂順一9月中國語學研究會會報30
2＿
　4　文　字　表　記
中國文字の構造法　　　　　　　小　川　環　樹　9月　「書道全集」1　干凡肚
‘‘w事”私見　　　村上久吉6月漢文教室13
筆順雑考　　　 渡邊清一7月斯文10
甲骨文研究の進展一とくにその編年的整理の問題を中心として一
　　　　　　　　　　　　　佐藤武敏8月史毘雑誌LXIL　8
甲骨文と金文の書題　　　　　　貝　塚　茂　樹　6月　「書道全集」1　干凡冠
今時出現の文字資料　　　　　　梅　原　末　治　9月　「書道全集」1　干凡杜
讃書と文字改革　　　　　　　倉石武四郎　11月7日　サンデー毎日
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　5　方　音・方　言
廣州方言の介菅について　　　　頼　　　惟　勤　9月
湖南省岳陽附近の方言について　秋　元　一　郎　11月
中國語毘研究會會報30
中國語恩研究會會報32
　6　語　　星　　史
急就篇一二千年前の速成教科書一
　　　　　　　　　　　　　原　田　淑　人　9月　讃書春秋V－9
秋水園主人「小説字彙」をめぐつて一日本中國語毘史稿之ニー
　　　　　　　　　　　　　鳥　居　久　靖　12月　天理大學理報16
明治期における中國小説字典について（1）
　　　　　　　　　　　　　鳥　居　久　靖　12月　中國語恩研究會倉報33
　7　教　　　育
文化・大衆化・語文醐　誌義蓮・纏2豊の融と文化」法
失敗の経瞼（中國語教育について一全國大愈共通討論テーマについての意見一）
　　　　　　　　　　　さねとう・けいしゆう　9月　中國語犀研究會曾報30
共通討論テーマについて（中國語教育について一全國大會共通討論
　テーマについての意見一）　　尾　上　兼　英　9月　中國語學研究會曾報30
是非教えて頂きたいこと（中國語教育について一全國大會共通討論
　テーマについての意見一）　宅見晴海9月中國語墨研究會曾報30
中國語教室の問題　　　　　　　安藤彦太郎　10月　中國語恩研究會會報31
東大教養學部における中國語の授業についての犀生の考え
　　　　　　　　　騒警蓼勢．中國研鶴胡噸語醐究鱈報・・
二本の線一商業貿易中國語教育のありかたについての私見一
　　　　　　　　　　　　　芝池靖夫10月申國語里研究會會報3］
8　教 本
3
申
國
丈
學
報
琶
嘉
「NHK中國語入門講座」
「申　　國　　語」
「富中國語模範式辞挨拶集」
飾武四郎盟
中臨膿委員會鍋
　長谷川寛4月
9　酢　　典
「妾4た隻暫中國語簿‡典」第1分冊
ラジオサ戸ビスセンター
B6各32
申塵語友の會A5？
東京外國語大學
中國語里科　　～
倉石武四郎　9月　和平出版吐A566
　1　纏　　説
「中國文學入門」
「漢詩入門」
人間詩話その二十四
人間詩話その二十五
人間詩話その二十六
封句中に於ける語の情緒的債値
詩論書に見える封句の種類
書許：張相「詩詞曲語鮮匿澤」
　　同
「軍調の詞」
漁　　　父
魚山の詩除
文 畢
菊地三　郎　9月
齋　藤　　駒　1月
吉川幸…欠郎10月
吉川幸吹郎11月
吉川幸吹郎12月
谷川英則6月
古田敬一　9月
入矢義高　8月
　　同　　　　10月
小林健志8月
小林健志10月
中田勇吹郎10月
新許論泣・新書252
元々杜民族教養新書286
圖書61
圖書62
圖書63
漢文毘曾會報15
支那學研究（特輯）11
中國語學研究會報29
申國文墨報1
自印・志延舎文庫其十　103
東方文藝會報12
東方文藝會報12
　2　先秦文躍
詩経國風篇の三詩境　　 長澤文男3月
詩経國風篇にあらはれたる古代中國人の植物観について
　　　　　　　　　　　　　池田不二雄　　？
西周の没落を詩経から見る　鈴木修次5月
毛傳と爾雅一帖と妃に關連して一
　　　　　　　　　　　　　鈴木修次　9月
帖と岨（詩経防帖）の意味　　　月　洞　　譲　9月
寓言・重言・盾言　職國諸子の思想表現について
　　　　　　　　　　　　　田　中　　巖　9月
讃荘剤記　　　 明石守雄9月
荘子の世界一一内篇に於ける荘子特有の逆説に基いて一
　　　　　　　　　　　　　天野鎭雄　10月
東洋文學研究2
「中國古代史の諸問題」
東京大學出版會
漢文教室12
漢文教室14
漢文教室14
支那堅研究（特輯）11
支那學研究（特輯）11
日本中國學會報6
＿4＿
荘子内篇における世界一主として逆読の論理的構造に基きて一
　　　　　　　　　　　　　　天野鎭雄1・月襲難謬饗議報
あひる一アジア説話の護展と交流についての一つの試み一
　　　　　　　　　　　　　　田　申　　巖　10月　天地人11
孔子説話の思願的蹴　渡邊卓・・月懇緊醤ぼ曙麟報
　3　漢代文學
漢賦，魏晋の諸賦における詩経的文毘観の展開
　　　　　　　　　　　　　　中島千秋朋璽難醤蔓鰹麟報
項羽の核下歌について　　　吉川幸家郎10月申國文恩報1
・灘子”の蹴　　金谷治1・鴨璽究蓄謡曙麟報
文選李善註所引古樂府考　　　　横　田　輝　俊　9月　支那學研究（特輯）11
樂府の融　　　財田誠1・月螺究醤護孕婆騨
章句書について　　　 河口音彦9月支那里研究（特輯）11
　4　三國六朝文里
六朝語彙の断片　　　　伊藤富雄9月支那阜研究（特輯）11
六朝肺滅論の背景　　 關　正郎10月日本中國嬰會報6
一老荘思想家の著作と生涯一琶康に就いて一
　　　　　　　　　　　　　　清　　　フk　　　　　潔　　10月　　懐i徳25
招隠詩について　　　　　　　小　尾　郊　一　10月　東方學9
陶淵明の人間愛　　　鎌田　正5月漢文教室12
古逸六朝観世苦膿験記の出現一晋・謝敷，宋・傅亮の光世音鷹験記一
　　　　　　　　　　　　　　塚本善隆1・月鶉穏蕊難醗肺
文心離龍何義門校宋本考　　　　戸　田　浩　曉　9月　支那墨研究（特輯）11
「文選索引」第一分冊（中文研究叢刊第四）
　　　　　　　　　　　　　　斯波六郎11月懸槽讃糟聖醐
志怪小説の成立について　　　　内　田　直　夫　10月　日本中國毘會報6
墨塁木蘭の話　　　　志田不動麿10月天地人11
　5　唐　代　文　星
唐詩新調　　　　日夏歌之介11月中央公論794
「雀の涙」　　　　眞部　衛7月自油印37
「玉壼春詩片」　　　　　　　湯　山　）塊平　　P　明文堂（高知市）A5166
書評：「新唐詩選績編」　　　　中　西　　清　11月　漢文教室15
『遊仙窟』の成立に關する一考察一遊仙窟研究その一一
　　　　　　　　　　　　　　長田夏樹7月肺戸外大論叢V－2
遊仙窟訓讃の傳説について　　奥野信太郎9月歴史教育
　　　　　　　　　　　　　　　　一5　一
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遊仙窟について　　　　　　　近　藤　春　雄　］2月
「虞幅寺本遊仙窟」　　　　　　肺田喜一郎解読　1月
王維の一生及び藝術について　　菅谷軍吹郎　　？
「李太白」　　　　田中克己7月
李白の時代　　　　　武部利男12月
杜甫の圏句についての一考察　高木正一10月
白居易蘇載に相通ずる一・蓮の性格について
　　　　　　　　　　　　　大西徳次郎10月國語（香川）7
敷字的表現と白樂天の詩　　　　金子彦二郎　11月　漢文教室15
バク・ラクテン：ながいうらみのうた
　　　　　　　　　　　　　タケベ・トシオ謹　10月　V輌king　55
バク・ラクテン：すまいをなげく
　　　　　　　　　　　　　タケベ・トシオ言睾　10月　Viking　56
バク・ラクテン：びわのうた　タクベ・トシオ謹　10月　Viking　56
バク・ラクテン：っばめのうた一リユウじいさんに一
　　　　　　　　　　　　　タケベ・トシオi澤　11月　Viking　57
バク・ラクテン：むぎかりをみる
　　　　　　　　　　　　　タケベ・トシォ謹　］］月　Viking　57
バク・ラクテン：くろいふちのりゅう
　　　　　　　　　　　　　タケベ・トシオ謹　臼月
孟東野の生涯（その一）　　　　上　尾　龍　介　11月
夫人飛入壌揺墓一李長吉をめぐつて一
　　　　　　　　　　　　　原田憲雄9月方向4
離　歌　　　　 原田憲雄9月方向4
燭背・燈背ということ一讃詞墳記一
　　　　　　　　　　　　　村上哲見10月
杜牧と傳奇　　　　　清　水　 茂10月
唐代小説の杜會性に就いて　　　根　本　　誠　3月
杜子春傳に關する二三の考察　　内　山　知　也　9月
饗文と講史一中國白話小説の形式の起源一
　　　　　　　　　　　　　小’川　環　樹　10月
敦煙文學研究書目　　　太田辰夫7月
　6　宋　代文恩
白居易蘇載に相通ずる一連の性格について
　　　　　　　　　　　　　大西徳治郎コ0月
蘇東波の詩文用語の研究　　　　小　川　環　樹　10月
虞美人草（詩）の作者に就いて　中　西　　清　9月
愛知縣立女子短期大堅紀要
5
貴重書籍刊行倉　影印56
（一秩一冊）
宮城學院研究論文集6
元々肚民族教養叢書新書241
Vik三ng　58
中國文墨報1
Vikhlg　57
中國文藝座談禽ノート2
申國文星報］
r七國文塵幸艮1
東洋文學研究2
中國文化研究曾倉報W－1
日本中國箆會報6
碑戸外大論叢V－2（附録）
國語（香川）7
各個研究および助成研究報
告集録哲・史・文里編
漢文教室14
＿6一
北宋の演藝（績完）　　　　　　入　矢　義　高　10月　日本申國文墨曾報6
詩形・・見た長鮪　　田森裏・月羅鳶剛要人文遮
「涙　眼　集」　　　　　　　　花　崎　采談　11月　四季杜　新書160
明月の詞　　　 花崎采瑛10月東方文塾會報12中國近代通齢説の醗　杉森正彌1・⊇懸究醤饗㌶報
書評：孫階第「論中國短篇小説」葉徳均「宋元明講唱文毘」
　　　　　　　　　　　　　小　川　環　樹　10月　申國文學報1
　7　金元文墜
文塵としての董西廟（上）
漢宮秋の主題について
劉致作散曲「上高監司」孜
田　中　謙　二．10月　中國文畢報］
波多野太郎10月東方學9
田　中　謙　二　11月　東洋史研究X皿一4
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　8　明　代文學
明代における文塵理念の調査研究
　　　　　　　　　　　　前野直彬1・月露緊藷ぼ曙㌶報
公安から寛陵へ一蓑小修を中心として一
　　　　　　　　　　　　入矢義高11月響驚㌶禦創
水潜傳解鐸の問題　　　　　　　目加田　　　誠　12月　文學研究（九州文躍倉）50
書許：人民文恩出版吐「水欝」作家出版杜「水潜」人民文學出版杜「水潅午全傅」
　　　　　　　　　　　　清　　水　　　茂　10月　中國文塵報1
書許：奥野・魚返謹「水潜傳・西遊記」宇野浩二「さいゆうき」
　伊藤貴麿「三國の英雄」　菱沼太郎11月1日日本讃書薪聞770明曲研究　　八木澤元1・月菖璽究奢謡鰹璽辮
明の宮廷と演劇　　　 岩城秀夫10月中國文墨報1
　9　清代文學
十　六字令
燈火報喜曲（蒲柳泉）
鄭板橋の一面
注中傳稿
曹需と高顎に關する試論
弾詞の研究
　10現代文學
「新中國文恩」
「現代中國の作家たち」
國民を結ぶ作家
日夏歌之介　10月　東方文藝會報12
卒井雅尾謹9月綜藝23
今關天彰10月東方文藝會報12
稻　葉　誠　一・10月　東方墨9
伊藤激干1・月蓮籠碧外臨’外猷
鯛淳之助1・月纏禦醤蔓勉霧驚
申國研究所　7月　青木文庫　138
篇冨俊麺・月和疏猷灘・6211
岡崎俊夫・月鶏代噸の作家たち」和
＿7＿
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「現代中國文學論」　　大芝孝10月庶民文庫2127中國眠文藝の麟勺銀　竹内好1・月鍾繁醤裟喋麟報
新しい文毘活動　　　　阿部知二11月7日サンデー毎日
申國の憂革期における証會経濟文化の相閲關係の研究
　　　　　　　　　　　　　倉石武四郎10月総合研究報告集録一人文編
反動支配下の中國知識人と“前衛”一陶行知の‘‘改良”から“革命”への韓化
　をめぐつて一　　　　　　　i齋藤秋　男　12月　思想366
新中國の古典　　　　　　　　　倉石武四郎　7月　文庫34
書許：王藩「中國新文墨史稿」　相　　浦　　　呆　10月　中國文恩報1
中國の現代鎧事詩　　　　　　　秋　吉　勝　廣　11月　中國文藝座談會ノート2
網路線下の一幕劇　　　　　　　伊　藤　敬　一　10月　北斗1－1
北京の映書事情　不詳10月天地人11
中國の映書（「大衆電影」より）岡本和夫課　11月　白塔3
深州影戯の璽術　　　　　　　　澤　田　瑞　穂　12月　跡見墨園國語科紀要3
魯　迅　　　・隅田耕三郎・月綴代中國の縁たち」和
革命詩人股夫の魯迅　　　　　　宇　　田　　禮　10月　北斗1－1
エロシエンコと魯迅　　 伊藤敬一12月北斗1－2
ぜ‘ ?吹hにおける希望　　　　　小野田耕三郎　10月　北斗1－1
4‘ﾌ事新編”おぼえがき　　檜P山久雄10月北斗1－1郭沫若　　佐藤一郎・月蝦代噸の作家たち」和
郭沫若の“女肺”について　　陣之内宣男　3月　東洋文毘研究2
「現代中國文學全集」1一郭沫若篇一
　　　松枝茂夫・小野田耕三郎・須田順・一共課　6月　河出書房B5369
郭沫若：詩二篇　　　　　　　　飯　塚　朗繹　9月　中國文學（北大）1－1
郭沫若：詩二篇　　　 宇田禮課12月北斗1－2
i新中國と謝泳心　　　　　　　　　影　　山　　　魏　11月　中國文墜座談會ノート2
郁達夫　　阿部幸夫・月躍齢國の作家たち」和
まだ整理されない中國文毘の古瘡一郁達夫のことについて一
　　　　　　　　　　　　　中野美代子　10月　中國文學（北大）1－1
巴　金　　　立間群介・月鑓代噸の作家たち」和
巴金の‘‘家”に描かれた女性像　君　島　久　子　10月　北斗1－1
巴金について　不詳11月中國文墜（北大）1－1
「現代中國文學全集」W一巴金篇一
　　　　　　岡崎俊夫・鴬静子・千田九一共謹　9月　河出書房B5375
巴　金：將　軍　　　　　　　謹　者不　詳　11月　中國文毘（北大）1－2
書評：巴金「第四病室」　　　　小野田耕三郎　12月　北斗1－2
茅　盾．　　小野忍・月羅代中國の作家たち」和
　　　　　　　　　　　　　　　＿8　一
中國における近代ロマンの出劉一茅盾の蝕をめぐつて一
　　　　　　　　　　　　　佐　藤　一　郎　12月　北斗1－2
書許：茅盾「腐蝕」　　　　　　　　　　　　　　10月　北斗1－］
革命詩人股夫と魯迅　　宇田　禮10月北斗1－1
般夫一詩＝二篇一　　　　　　　　宇　田　禮課　10月　北斗1－］
老　舎　　　伊藤敬一・月鶏代噸の嫁たち」和
春の華秋に實る　　　　　中島淡雪課11月白塔3
丁　玲　　　高畠穰・月羅代中國の作家たち」和
過渡期の丁玲とルポルタージュ　高　畠　　穰　10月　北斗1－］
丁玲“我在霞村的時候”　　　小　西　　昇　9月　中國文藝座談曾ノート1
‘‘ ?ﾍ”雑感一抵抗の前提一 立間群介12月北斗1－2
「現代中國文恩全集」珊一沈從文篇一
　　　　　松枝茂夫・立間群介・岡本隆三共謹　］0月　河出書房B5367
曹　禺　　　佐藤一郎・月鑓代噸の作家たち」和
「現代中國文恩全集」X皿一曹禺篇一
　　　　　　　　　奥野信太郎・佐藤一郎共課　12月　河出書房B5373
趙樹理　　檜山久雄・月綴代噸の嫁たち」和
鐵鎖が太原の満州墳で小常に遇うことについて
　　　　　　　　　　　　　樋口　進9月中國文藝座談倉ノート1
趙樹理文嬰の人間追求について一“幅貴”を手がかりとして一
　　　　　　　　　　　　　飯田吉郎9月申國文化研究會會報］y－1
趙樹理：雨乞い　　　　　阿部幸夫鐸12月北斗1－2
支　青　　　宇田禮・月晃程代蠣の作家たち」和
胡風：“生活が訴えている”一日本の進歩的映書「どつこい生きている」に闘して
　の二，三の解説一　　　　　　松川健二課　9月　中國文墨（北大）1－1
馬加“しぼまぬ花”（開不敗的花朶）について
　　　　　　　　　　　　　諸　井　耕二　9月　申國文藝座談曾ノート1
陳涌：小説許論　　　　　齋藤俊夫諜11月白塔3
呂剣：期待　　　　　大谷三郎課11月白塔3
　～　　：食　 糧　　　　　　　　　　　中島淡雪言睾　 11月　　白塔3
秦兆陽：選塁　　　　　阿部幸夫i澤］2月北斗1－2
中國の作文教育法（人民日報52，12，6）
　　　　　　　　　　　　　課　者　未　詳　10月　文毘の友46
中國作文教育法の實際（黄成玉ほか）
　　　　　　　　　　　　　謹者未詳12月文恩の友48
　11比較文墨
奈良朝末期の短歌修辮毘 尾山篤二郎　10月　「萬葉集大成町干凡吐
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萬葉集歌と中國韻文
萬葉集と中國文閤との交流
萬葉集と上代詩
膠着語の文學
比較文堅と萬葉集
萬葉集の比較文墜的研究
杉本行夫10月
小島憲之10月
山岸徳ZF　10月
吉川幸次郎10月
土居光知　10月
吉田　精一　10月
源氏物語に於ける引用漢詩文の典握に闘する一試論
　12　日本漢文堅
轄換期の日本漢文毘界
「日本漢文墨史」増訂版
漢文訓讃史の研究
大津皇子作品小観
「萬葉集大成皿」干凡杜
「萬葉集大成w」干凡杜
「萬葉集大成皿」平凡杜
「萬葉集大成皿」干凡吐
「萬葉集大成皿」干凡肚
「萬葉集大成皿」干凡吐
古澤未知男6月漢文學會臼報15
山岸徳干10月
岡　田　正　之　12月
築　島　　裕　10月
渡邊弘一郎6月
正倉院聖語藏御藏鮎本の研究一顯本書目録の作製一
千百年以前の漢文訓讃
國語と國文毘
吉川弘文館A5，458
各個研究および助成研究報
告集録哲・史・文學編
漢文教室13
春・和男1・鴫顯究謬鰹㌶報
中田祀夫5月漢文教室12
藩學および詩論を中心とする近世日本漢文墨の研究一日本漢文墨史の一部として一
　　　　　　　　　　　　　松下忠1・月襲罐壌鰹㌶報
林羅山と白氏文集
梅園“玄語”初期の思想
山陽の脱藩について
李門公の文塵
「息軒先生遺文集」四巻
「故丙藤湖南先生著述目録」
　13學　界展　望
我が東洋毘界の近況
海外東方學界の治息
最近國内文献目録
金子彦二郎　？
　田　口　正治　9月
　成井弘文　9月
　黒江・一郎10月
黒江一郎編集註解　9月
　愛知大箆國際　　　　　　　　10月　問題研究所編
和田博徳10月
石田幹之助10月宣謀譲1・月
文學論藻3
支那里研究（特輯）11
支那墨研究（特輯）11
懐徳25
安井息軒先生顯彰會B6，108
愛知大星國際問題研究所
A5，39
東方里9
東方恩9
中國文墨報1
皿　中　　　國
（1954年1月～12月）
語 學
　1　線　　　論
「論漢語」　　㌻彊HP㌶
中國語的特質及其憂遷大勢　　周　　法　　　高
　　上海申華書局　中國語文叢1月　　書　51
12月　大陸雑誌］X－12
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